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【脈圧と高血圧】
予後予測因子としての脈圧
冠動脈疾患と脈圧

高橋文彦、長谷部直幸
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高血圧は冠動脈疾患を含む心血管病の重要な危険因子

であり，かつコントロール可能な疾患である．近年発表

された，ＪＮＣⅥ，ＷＨＯ/ISH1999，JSH2000の各高血

圧治療ガイドラインにおいて，収縮期血圧，拡張期血圧

はともに予後判定の重要な指標として具体的な降圧目標

を定めている．1980年代までは拡張期血圧が臓器障害の

発症やその防止の観点から重要視されていたが，その後

の疫学研究により収縮期血圧と心血管合併症の関連が示

され，収縮期高血圧治療の重要'性が認識されるように

なった．また，脈圧(収縮期血圧一拡張期血圧)は５０～６０

歳を境に急激に増大するが，老年者においてはこの脈圧

の増大と収縮期高血圧とが密接に関連し，心血管イベン

トの重要な危険因子として注目されている．本稿では最

近の大規模臨床試験やメタアナリシスの成績を中心に冠

予後予測因子としての脈圧

②冠動脈疾患と脈圧

１．脈圧増大の病態生理

高橋文彦長谷部直幸

旭川医科大学第一内科

◇脈圧は50~60歳を境に急激に増大するが,老年者においてはこの脈圧の増大と収縮期高血圧とが◇
密接に関連し，心血管イベントの重要な危険因子として注目されている．脈圧の増大は左心室のエ

ネルギー効率を低下させると同時に心肥大を促進する．－方，拡張期血圧の相対的な低下は，冠血

流量の維持にとって不利な状態をもたらす可能性がある．大規模臨床試験やそのメタアナリシス

により，心血管イベント発生に，高齢者では脈圧および収縮期血圧がより大きなリスクとなるこ

と，脈圧の大きい患者ほど降圧治療効果の大きいことが明らかとなってきた．今後は，単に至適降

圧レベルを論じるのみならず，脈圧に注目し，患者個々の動脈硬化レベルを考慮したエビデンスを

/、蓄積し，冠血管イベントの予防と治療に反映させていく必要がある．／、
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Ｉ 動脈疾患における脈圧の意義について概説する．
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血圧値は加齢とともに変化する．収縮期血圧は加齢と

ともに上昇するが，拡張期血圧は老年期では低下傾向を

示し，結果として，脈圧は加齢に伴い増大する．脈圧は

加齢以外にも，高脂血症，糖尿病などの各種危険因子に

よる粥状動脈硬化(動脈壁伸展'性の低下)，細動脈硬化に

よる平均血圧の上昇，拡張期血圧の低下などの複合的な

要因によって増大する．脈圧の増大は左心室のエネル

ギー効率を低下させると同時に心肥大を促進する.一方，

拡張期血圧の相対的な低下は，とくに左冠動脈において

顕著な拡張期優位の冠潅流圧の低下をもたらし，冠血流

量の維持にとって不利な状態をもたらす可能性がある．

さらに脈圧増大に対する動脈壁の伸展性の低下は，圧受

容体の機能を低下させ，更なる収縮期血圧の上昇や，血

圧動揺性の増大をもたらす可能性がある')．
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孤立性収縮期高血圧，脈圧の増大，心血管イベント，

4ｏ(1278）巾'千Ｖo1.9ｎｏ,１２２００２
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